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は
じ
め
に

私
は
、
二
〇
二
三
年
五
月
十
四
日
～
二
十
八
日
に
三
浦
宏
平
先
生
が
留
学
さ
れ
て
い

る
ス
ペ
イ
ン
、
ム
ル
シ
ア
に
あ
り
ま
す
ム
ル
シ
ア
大
学
ヴ
ィ
ル
ヘ
ン
・
デ
・
ラ
・
ア
リ

サ
カ
病
院
に
短
期
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
河
内
裕
介
先
生
と
と
も
に
大
変
充

実
し
た
二
週
間
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

ム
ル
シ
ア
大
学
ヴ
ィ
ル
ヘ
ン
・
デ
・
ラ
・
ア
リ
サ
カ
病
院

ア
リ
サ
カ
病
院
は
ス
ペ
イ
ン
第
七
の
都
市
ム
ル
シ
ア
に
あ
る
、
ム
ル
シ
ア
州
最
大
の

公
立
基
幹
病
院
で
、
病
床
数
は
全
八
六
三
床
で
す
。
肝
臓
外
科
手
術
が
年
間
二
五
〇
件

程
度
、
肝
移
植
が
年
間
七
〇
件
程
度
、
膵
臓
移
植
が
年
間
一
〇
件
程
度
施
行
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
消
化
器
・
一
般
外
科
、
移
植
外
科
は
全
八
チ
ー
ム
（
食
道
・
肥
満
・
乳
腺
・

内
分
泌
・
下
部
消
化
管
・
胆
道
・
肝
臓
・
膵
臓
）
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
我
々
は

Ricardo Robles Cam
pos

教
授
を
中
心
と
す
る
肝
臓
チ
ー
ム
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。Ricardo

教
授
は
タ
ニ
ケ
ッ
ト
を
用
い
た
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
手
術
（T

-A
LPPS

）

を
報
告
さ
れ
て
お
り
、
御
年
七
十
歳
近
く
に
な
り
ま
す
が
今
な
お
第
一
線
で
肝
移
植
を

執
刀
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

肝
移
植

ス
ペ
イ
ン
は
事
前
の
拒
否
表
示
が
な
い
限
り
臓
器
提
供
を
承
諾
し
た
と
み
な
す
オ
プ

テ
ィ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
と
い
う
臓
器
提
供
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
お
り
、
ド
ナ
ー
数
は
世

界
で
唯
一
一
〇
〇
万
人
あ
た
り
四
〇
人
を
超
え
て
い
る
世
界
一
の
移
植
大
国
で
す
（
日

ム
ル
シ
ア
大
学
ヴ
ィ
ル
ヘ
ン
・
デ
・
ラ
・

�

ア
リ
サ
カ
病
院
短
期
留
学
記
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本
の
ド
ナ
ー
数
は
一
〇
〇
万
人
あ
た
り
〇
・
六
二
人
）。
現
在
の
肝
移
植
待
機
期
間
は
約

三
ヶ
月
程
度
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
回
二
週
間
の
研
修
期
間
中
に
、
一
件
の
臓
器
摘

出
、
四
件
の
肝
移
植
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
以
下
に
移
植
医
療
に
関
す
る

印
象
的
な
点
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

臓
器
摘
出
は
心
停
止
下
肝
腎
摘
出
の
一
例
を
経
験
し
ま
し
た
。
開
腹
は
十
字
切
開
で

行
わ
れ
、
心
臓
・
肺
の
摘
出
が
な
い
場
合
に
は
胸
骨
正
中
切
開
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
門
脈
切
離
後
、
門
脈
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、
体
循
環
の
還
流
と
は
別
に
門

脈
系
の
還
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

肝
移
植
は
手
術
時
間
三
～
四
時
間
で
行
わ
れ
ま
す
。
最
短
二
時
間
半
で
終
了
し
た
こ

と
も
あ
り
、
研
修
前
か
ら
手
術
が
と
て
も
早
い
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
し
た
が
大

変
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
肝
移
植
は
消
化
器
・
一
般
外
科
、
移
植
外
科
のPablo

教
授
、

肝
臓
外
科
のRicardo

教
授
、
膵
臓
外
科
のFrancisco

教
授
の
三
教
授
が
術
者
・
前
立

ち
・
第
二
助
手
を
代
わ
る
代
わ
る
務
め
て
お
り
、
二
十
五
年
間
こ
の
メ
ン
バ
ー
が
固
定

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
肝
移
植
が
早
い
一
番
の
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
肝
移
植

以
外
の
手
術
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
日
本
で
見
て
き
た
手
術
と
比
較
す
る
と
剥
離

操
作
は
比
較
的
少
な
く
、
多
少
の
出
血
は
気
に
せ
ず
手
術
を
進
め
て
い
く
点
は
印
象
的

で
し
た
。

術
後
管
理
は
集
中
治
療
医
・
移
植
内
科
医
に
よ
り
行
わ
れ
、
移
植
外
科
医
は
外
科
的

治
療
が
必
要
な
時
以
外
は
介
入
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
移
植
外
科
医
は
、
患
者
さ
ん
が

退
室
す
る
前
に
手
術
室
か
ら
自
宅
に
直
帰
し
ま
す
。
ア
リ
サ
カ
病
院
で
は
移
植
外
科
専

任
チ
ー
ム
は
な
く
通
常
診
療
に
加
え
て
移
植
手
術
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
で
一
週
間
に
二
～
三
回
の
肝
移
植
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
施
設
で
膵
腎
同
時
移
植
を
経
験
し
た
際
に
は
全
て
の
管
理
を
外
科
医
が

行
い
疲
弊
し
て
い
く
様
を
見
て
お
り
、
今
後
日
本
に
お
い
て
移
植
手
術
が
増
加
し
て
い

く
に
は
役
割
分
担
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
ス
ペ
イ
ン
は
人
口
一
〇
〇
〇
人
あ
た
り
の
医
師
数
は
三
・
九
人
と
、
日
本
（
人
口

一
〇
〇
〇
人
あ
た
り
の
医
師
数
は
二
・
四
人
）
と
比
較
し
て
医
師
数
は
多
く
、
実
現
へ

の
障
壁
は
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
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肝
切
除

肝
切
離
は
Ｃ
Ｕ
Ｓ
Ａ
を
用
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
違
い
と
し
て
、
①
全

例
で
右
季
肋
下
切
開
に
よ
り
開
腹
す
る
こ
と
、
②Pringle

法
は
な
る
べ
く
使
用
し
な

い
こ
と
、
そ
し
て
③M

inim
ally invasive surgery

と
し
て
全
例
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下

肝
切
除
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
以
降
、
腹
腔
鏡
下
肝

切
除
術
は
全
例
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
肝
切
除
術
に
移
行
し
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
肝
切
除
術
に
お
け
るPringle

法
と
し
て
体
外
式
は
あ
ま
り
使
用
さ

れ
ず
、
尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
の
先
端
を
用
い
たPringle

法
（
カ
テ
ー
テ
ル
先
端
の
穴
を

利
用
し
て
輪
を
作
成
す
る
）
を
使
用
し
て
お
り
印
象
的
で
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

最
後
に

今
回
の
研
修
を
通
し
て
初
め
て
海
外
の
臨
床
現
場
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
と

の
違
い
を
実
体
験
し
と
て
も
充
実
し
た
二
週
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
言
語
は

分
か
ら
な
く
て
も
、
術
野
で
は
状
況
・
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
意
思
疎
通
が
で
き
、
我
々

外
科
医
は
手
術
を
通
し
て
国
境
を
越
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後

海
外
の
施
設
へ
の
研
修
・
留
学
を
目
指
し
て
、
日
々
の
診
療
に
励
み
地
道
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
現
地
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
三
浦
宏
平
先
生
、
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
若
井
教
授
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
令
和
三
年
入
会
）
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